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中国の政治情勢の現状と

その将来に関する問題点

まず昨年の動 き をひとわたり追ってみると 、 1月に全国人民代表大

会が開かれたー’全人代とは何であったかを一口で言 えば 、 十全大会以

後の中国内政に含まれていたさまざまな問題が妥協的に凍結された政

治的儀式だと考 えてよいのではないか。 問題は決してスッキリしなか

った。 しかし、 批林批孔運動が吹き 荒れていたにもかかわらず何故そ

のような形にまとまったのか’というと、 今日の中国の指導者達が毛・

周以後の中国への移行期にあるという ことを今 日の状況においてひし

ひしと感じているからにほかならなし、一つの大き な歴史的時期が幕

を閉じようとする臨場感の中に今日の中国の政治があるという ことを
Cl 

確認しておかなければL、けない。それを「歴史的移行期にお げる一つ

の政治的凝集力」と私は呼んだが、 この凝集力はそれ程までに将来の

中国に対する不安・懸念があれば こそ現時点においてい〈つかの問題

をこれ以上混乱、 拡大することな〈歴史的移行期をスムーズに乗り切

っていかなければL、けないという暗黙の了解に支 えられているような
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気がする。 それが，全人代の妥協をもたらしたわけであり、 一口に言ラ

と憲法においては文革的な路線が十分に取り入れられながらも、国務

院の人事面においては行政官僚が依然として大き な壁を作っていたと

いうことに 現われていた。 ．， 、 .. . ・， 

一昨年の1 0月に毛沢東が重要な指示〈仁和共中央第2 6号文件）、

「 プ ロ レ タ リア大革命からすでに 8 年が経過した。現 在は安定する こ

とが良い。全党全軍の団結を強めなければいけない。」とし？う最高指

示を出した。，すでに文革から 8 年たち、そ、の後林彪事件が起き、 十全

大会以後は，N:潮流の運動に乗って批林批孔運動力会湧き上が？点が、 現

在はすでに安定することが大事だという安定団績の方向が出書れた。

こういう基本的な路線の上で中国の政治の性：格が形作られたというこ

とである。’従っaて問題は根本的には解決レていないが、 かつでの末化

大革命のような流動的な情況が激発することを押さえようとする暗黙

の了解が働いているよ5な気がする。 J 、 、d. -· 

ー このことは裏側か．ら考えてみると、 例えば批林批孔運動、；水論伝批

判、 教育革命論争というようなイデオロギー闘争（キャ・ンペーン）が

起こるが、 そのことが、 暗黙の前提の壁を突き 抜けて非常に大きな激

動をもたらすという大衆的エネルギーが今日の中国の政治社会にはな

くなっている。もう二度とご免だという雰囲気がー般民衆の聞にも滋

っているような気がする。私自身8 年振りに 訪中して：感じたζとは、
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－我々が「人民日報jゃ「紅旗jを通じて感じている中国の政治のイメ

アジと、 北京に身を置いて感じるイメージとの間には大き なギ守ツ プ

があ�\Di i批林批孔運動 、 水激伝批判が吹き 荒れているという4伏見出し

の「人民日報ゴや「紅旗」を見ていると、 大変だという気がするが、

実際には脱政治的な社会的雰囲気がび漫している。 批林批孔運動も終

息し、 これからもいろいろな形の運動が起き ると思うが、 いずれもや

がて尻切れトンボになっ吃いくといJうすaイクJレを繰返しながら歴史的

移行期を経過していφくのLではないか。

その後の事態を追ってみると、全人代がそのような性格であっただ

げに.l－！＞眉始めに挑コ足元の論文［林彪反党集団の社会的基礎につい可

が出、 4月1日1こは張春橋の「ブ、Jレジョ ア階級に対する全面的独裁に

ついて」：という論文が出、 現在の中国の経済制度、特に所有制、 賃金

制．の問題等Jについていくつか問題があるという ことが言われた。 銚文

元論文J::3長春橋論文との間には明らかにトーンの違いが見られ、 銚文

元はラジカルな立場から、 張春橋はリアリストの立場から問題を突き

， つけているように感じら，れた。 しかしながら依然として内部に閉題

あり、 やはり大き な隊列に従って引続き 前進しなければいけないとい

うことを張春橋は呼びかけt主いるo. ＇.こγう Lづ事態は依然としてあるよ

うな気がする。 - ' r .• L、 ／、；

6月頃になると、 毛沢東が前年の秋に言っていた安定団結というス
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口、ーガンが」一つのキャンペーン と，して強調され始め、 いくつかの論文，が

出た。しかし、 安定団結の強調は7月には反潮流運動にさしかかって

し川。 潮流というのは団結し安定し、 いろいろな問題を凍結’して前進

しようというのであるが、 それに対してそれでは駄 目だという反潮流ー

運動が起 こる。 批林批孔運動は正にそれだった。 その流れの中に生じ・

たのが杭州事件であった。 杭州事件は今後の中国社会を予測する上で

重要な意味を持っているような気がする 。 林彪事件の よ うな権力闘争

の上層部において生じ た事件よ りも 、 社会の内部か ら発生した事件で ；

あると思われるだけに い 〈 つかの問題を 指摘する ことができ る。

1つは今日＼の中国の建前社会の矛盾というか、 毛沢東思想を掲げ、

文革から今百に至るまでいろいろなキャンペーンをやってき たが、 結

局はそうい．う’ものは建前であり、 杭州事件前後にプロレタリア独裁理 ー

論学習のキャンペ」ンがあり、 その中でもブJレジョ ア意識、 小生産意

識を克服せよと言われながら、 労働者してみれば賃金が増大して欲し

いという当り前の要求から問題が起ったというところに深刻かっ重要

な意味があるような気がする。 ブ．ルジョ ア派閥主義、 ブjレジョ ア法権、

ブ‘jレジョ ア風が批判される中で、 特に小生産意識が批判されたが 、 こ

れは現在の中国では例えば自留地、 家庭副業が許されるが、 こうし1う

ことを やる時 に集団経済を 弱め る方向、 個人の利益を計る方向が どう

しても出 て 〈るという こと である。 こういう ことはい けないと言われ
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ている矢先に杭州事件が起き．たo＇杭州事件はいくつかの工場で労働者

が賃金体系の不満等、 いろいろな要求を掲げた。 これに対しては軍を

導入して上から押さ えつけて一応8 月：中旬以後になると杭州事件は解

決を見るが、 ここで投げかけられた問題は決し て本質的に解決されて

いない。 同時に党中央への不信というか、 毛沢東思想が強調されてい

ながらそういうものをむしろ否定せ んばかりの動き が出てき た。

今日の中国はかなり物が出回ってき ている。 農村は，わからないが、

例 えば北京の市場を見ても香港の国貨公司と同じように物がある。 物

があればお金を出せ ば買 えるわけであるから少しでもお金－が欲しい。

ところが平均賃金6 0～7 0元といわれるような低賃金に押さ えられ

ている。 外国人の出入りの多い杭州で起こったことにも明らかなよう

に、 中国の社会が前進する中で起こってき ているということで、 この

事件はかなり深刻なものがあったような気がする。

その後起こっ．たのが水崩伝批判である。 水飴伝批判を杭州事件との

関連で見る人もいるがよ1別の事件と見る方がよいのではないか。 全体

的には、 権力闘争的な情況については政治的凝集力が働いて、 移行期

にあるとい．う深刻な認識の下に内部的な角逐をでき るだり抑制しよう

という動き があるLが、 杭州事件はそうドうものの抑制がきかない場で

起こった。 とごろが水瀧伝批判iは文化大革命と同じように上からの指

示、 つまり毛沢東の指示で起っている。水j許伝批判は8・月fの下旬から
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起ってきたが、 香港で7.i月に‘毛沢東の新しい水：激伝解釈に則った本が

すでに商務印書館で売ιれで1はだ。 「水器新釈Jといい、 新 しい毛沢

東の指示に従って宋江を攻撃する立場から書かれた本である。 9 月初

旬には「梁山と梁山英雄Jという本が出ている。 かなり前から準備さ

れていないとこういうもの以出ないわけで、 その後の事態が明らかじ

しているように 、 毛沢東は水漁伝を批判しなけれ．ばいけな い という指

示をかなり前から内部 的には行 っ ていた 。

水飴伝批判というのはーロに言ゴ えぼ国内的には階級的投降主義者、’

対外的には民族的投降主義者を批判せよということである。 これが水‘

幣伝批判の核心であ り 、 現代の 宋江は 誰かとい う状況が出 で きた わ は

であるが、 この運動もあまり盛ゆ主がらないよ批林批孔運動は林彪と

いう、もう死んだ人物に対す右批判で：ーあり、 孔子批判もそれほどエ，ネ

jレギーを掻き立てるような、題材Jに以成・りょうがない.0 勺まり”敵がはっ

き りわからない。そレてまたこういう運動が起’つ－たかという状況ιー

般大衆はなる。従って最後には積’末主義、 スコラ哲学的な論争じなっ

てくる。 そ）く激伝批判も最近では仁侠の精神が批判されたりして非常に

噴末主ー義的な1も＼のになってきている・）これでは知識人はよいが、今日

の一般大衆、二特l己l碁い者は教育水準が低下しており。、 読み書きもなか

なかでき．な．い；というような中国の青年達がついでいけるはずがない。

新筆書店を覗じてみでもあまりそうし、うものを買っ．ている人はし1ない。
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批林批孔運動が大衆的に行われているような場面を見ることができ な

がっ・た＇＂ • .:: Jいう状況の中で水論伝批判もやがで不透明のまま終息し

てい〈のではないかと思う。

－ただ、 一体挑判の矢面に 立たされたのは 誰かという問題は検討して

ー みなければいけない。 何故なら、 水滞伝批判が出てき た時の「人民 日

報」の論文でも、 現在の中国の社会の中に現t代の宋江に等しい者がし、

る主いう現在形で事が語られているからである。 単なーる道徳的、 哲学

．的な論争ではめり得ず、 必ず背景には政治闘争がめる。 ただ、 現在の

不透明な情況の中で決定的ιこ敵を明ら かにしていくこどができ るよう

な情況tごはなしi、 ということではないかと思う。

そうし、う情況’の後でもう一つ起ったのが教育論争であった。 教育論

争は？月初旬、J中 国の新学期に 、学生選抜の方法を討議する過程で清

華大学に生じたと言われている。 具体的には劉氷・清華大学革命委員

会副主任が毛沢東に手紙を書き 、 「学生は労働に追われていて、 まと

もに勉強でき なし、。 学力は低下するばかりであ石。 教授はやることが

ないのでスポーツに精を出したり、 買し、物ゃ散歩に．出ている。 Jと言

• �＇ .. 総じで現在の中国の特に理工系の学力水準の低下を嘆き 、 「1 月

hの全 国人民代表大会以来強調されだ中国の工業化の展望にこれで答え

られるか，どうか0・Jという疑問を投げかけた。

教育の現状を憂慮した劉氷を支持するような，談話を周栄会教育大臣
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ー があちこちで語ったそうで；める。 周教育相は「文革前の教育でも良い

点はあった。 現在の制度がす付て良いのではない。」と言い、暗に劉

氷を支援した。 これは修正主義に再び導くものだという形で清華大学

で批判された。 毛沢東は来た手紙を劉氷に返さずに、子学生達に返して

討議 せよ と言 っ た そ う で あ る。 劉氷ゃ周栄会の立場 は智育第一主義で

あって、 毛沢東の言う徳育、 智育、 体育という三つの玄場からの教育

ということを忘れ、 ブルツョア社会に導〈ものだという批判が起り、

1 2月初旬の「紅旗」は北京大学・清華大学批判小組の合同の論文を

掲載し、 「人民日報」がそれをす仁転載し：、 「教育革命の方向は改変

を許さない」とい う ことで一応結着をつ りた よう であるb .1' 2月9日

の「人民日報j は「修正主義 と 戦 J 大革命」 と い う論文を出し、 その

後も続いて今日に至ってし1る。 「教育革命の方向 は改変を 許さない」

と いう と ニ ろに見 ら れ るよ う に 、 現在の教育制度に対 す る批判が これ

程までに潜在しており、 そういうものでよいのかとtいうr潮流が！かなり

あるということである。 従って「許さない」という受動的な防衛的な

立場から ，この問題を とら えざ る sを えないというのが現状 だと思 う 。

J昨．年一一年間を農業を中心に見でみると、 7月初句に石家荘で中共中

’央農業専業工作会議が行な われたし、 9月には大築農業会議が行 われ

たれ ここでは現在 の中国の農業の中にいく つか問題があり、 豊作だと

I 言われて�·�：るが必ずレも楽観を許きない、 ということが明らかになっ
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ている。 農業の近代化、 特に機械化を推進しなければ

ことが強調きれたし、 食料問題がかな.I）重要になっていることを示唆

している。

以上の経過を考えてみ ると、 政治的には一種の凝集力が働いており、

経済的には周恩来の全国人民代表大会報告にあったように経済体系を

整備して1 9 8 0年までに中屈を近代的な工業体系の備わった国にす

るのだよいう富国強兵路線が大きく存在していることには変わりはな

い。 そういう情況の中でいくつか小さな反動が出てジグザグしている

が‘昨年一年間の中国の内政の動きは小康を保っていた。 その中で杭

州事件のように今後の中国を占うし、くつかの重要な問題も同時に出さ

オエてし1る。

これらの動きを補足するものとして考えておかなければならない大

きな問題は、 一連の旧幹部の復権である。 文革時に失脚した軍幹部は

8 5 %位復活しているといわれる。 林彪にやられた羅瑞卿、 楊成武、

詩i政の復活、 また、 許線新、 醇暮橋などの学者が復活している。

以上のような前提の中でリーダーシップの問題を考えてみ たいと思

うが、 この場合に現代の宋江は誰かおという問題に当てはめるのが よ

いのではないか。まず部小平であるが、都A、平は復権後今日に至るま

で非常に活躍しており、 党，軍，政の5権を握ってしまっている。 党

官僚としても、 軍との繋がりにおいても、対外的にも十分に活躍し5る

-9ー



人物であり、 最近では大築農業会議でも報告す？るという情況であるし、

フォード訪中その他対外関係からも郵小平が批判に，晒されているとは

思材1ない。もしも郵小平が批判の渦中Kあるとすれば、 これ程の活躍

ができるとは考えられないし、 訪似して・もいるのだからそういう情況

Kはなし1。郡小平はいつの間Kかジワジワと党・軍・政を握ってしま

った。 7 3年4月 K復権、同8 丹1中！央委員、 7 4年4月中央政治局員、

7 5年1 月筆頭副総理、 党副主席、 最近は総政治部孟イ壬、 総参謀長、

中央軍事委員会副主席Kなった。 それと同じ歩調で張春橋が大きな地

位を占てきている。 ナンバ－ 3の王洪文であ�.，がJ 杭州事件の処理を

誤ったとか、 上海でいろいろな突き上げがあ！よた と か、 一時い〈っか

の折K出ていなかったということもあったが、 最近の康生の葬儀を主

催した王洪文の姿を見ていると現状の地位は保っていると考えて よい。

王洪文も批判の渦中Kあるとは思えない。少な〈とも毛沢東が指導し

た水飴伝批判の現代の宋江の対象ではありえない。

すると現代の宋江はどうも周恩、来を指レていたとしかみれない。

周恩来は文革の当初までは実権派とかなり近い立場Kあった。 その時

点で一つの選択が行われて周恩、来はギリギリのところで毛沢東K賭け

ること Kなった。従って劉少奇や郵A、平を裏切ったわけである。当時

中国で周恩来の演説を目の当りK して非常K無理レて毛主席へ忠誠を

誓うている姿が印象的だった。これK対して霊lj少奇や郵小平は撫然と
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していた。

こういう周思来は毛沢東の文革路線、 政治第一主義をすべて肯冥し

ていたわけではない。 毛沢東体制の中で非毛沢東化をでき る－だり進め

で、 できるだけ毛沢東政治の中のマイナス面をな〈してゆく努力をLf,,'

てき た。 私の仮説Kよると、 そういう情況の中で周思．来時代と言われー

るような大き なリーダーシップを発揮し、 実際の政治を動かし、 脱文，

革を指導レてき た周恩来と、 文革K軍が重宝されたためK巨大な力を

持 ってき た林彪一味といわれる軍人達との間K 大き な摩擦が起き たの

が林彪事件であった。 そのことと毛沢東の選択とが絡んだ一種の予防

クーデター的なものが林彪事件であったと見る。 従って、 そこでは周

恩来が非常K大き な力を発探したわけであるが、 それKもかかわらず

周思来の非毛沢東化への戦略かちするとまだまだ仕事は残っていた。

「五七一工程紀要」という刺激的な林彪の罪状を連ねた文章を流 した

責任者が周恩来であった。 この点は十全大会で周，恩来がそのようなこ

とを言っている。 ' '  ． －  

他方、 十全大会の周恩来政治報告 と対称的K王洪文の党規約改正報

告の方は頻りK反潮流を鼓吹していたことが印象的であり、 林彪を讃

えているかのようなトーンが感じられた程である。 毛沢東は現代の孔

孟の道を歩むものであるとか、 マルクス・レーニン主義の衣を被った

秦の始皇帝であるとか言われることは毛沢東K とっても決して本意の
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ことではないo VCもかかわらずあのような文章を流したというところ

K象徴的K現われているようK、 毛沢東をたてながら、 中国社会の内

部K 毛沢東の絶対化をチェックするような潮流を導入していラたのが

周恩来であり、 そうし1う周恩来の非毛沢東化戦略がやがて露顕したの

ではないかという気がする。 それが批林批孔運動から 現代の宋江批判

K繋がり、 それK周恩、来の病気が加めって 現在の周恩、来の位置がある

ょうK 思う。 もし周恩来の戦略がもっとうま〈いったならば、 あるい

は周恩来は、 ミコヤンをさらKスケールを大き くしたような存在Kな

りえたわけであるが、 現時点で見る限り周恩、来戦略は挫折して、 周囲

の者が病人であることを顕示するようKなり現在の周恩来はo u七 o f 

date kなったことを対外的Kも印象づけている。 正K「水K落ちた

犬は打つべし」という状況である。

周恩来の病気がこのまま高じて死んだ場合、 中国の圏内は特K混乱

が起るというーようなことはないのではないかという気がする。 勿論前

提は、 周恩来が批判の渦中Kあると言いながら、 明示的K周恩来を批

判しっくすような潮流が中国K育っているということではなく、 周恩

来を批判す7るということは対外的Kも国内的Kも損失であるし、 中国

自身のpre s七工ge やimage を傷つけることであるからそれはでき

ないが、 最高リーダーシップの中K 含まれている一つの方向として私

は述べているわけで、 明示的な周思来批判が起るということを即時K
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意味しない。

もし周恩来が死んだ場合Kは、 郵小平、 張春橋、 あるいはいろいろ

な難しい情況を c o ordina七e する李先念が中心Kなってい〈ような

気がする。 その後Kは華国鋒、 草国清、 紀登套があり、 ラジカノレと言

われた王洪文、 江青、 在東興、 陳錫聯、 （華国鋒）がもう一つのグル

ープを作りながら現状が維持されていくような気がする。 次のランク

では蘇振華、 ｛見志福というような指導者、 そして現在のようK旧幹部

の復権力？進んでくると羅瑞卿のような人達はそのキャリアからいって

も大変な人材であり、 今後の中国を取り巻〈国際環境の中で経瑞i卿！の

戦略論が必要とされる情況が来るような気もする。 諒震林、 李井泉、

陳雲の名前が最近出てき て いるが、 これらの旧幹部がパッ 匁 ・ アップ

をするような情況も生まれて〈るような気がする。

逆K 毛沢東が先K死んだ場合 どうかということであるが、 この場合

は非常K予測が困難であるが、 誰が後継者K なるKせよ張春橋の方が

王洪文より出て来るような気がする。いずれK してもそういう人達の

リーダ一群が継承していくわけで、 そこKは妥協や内部闘争が繰り広

げられながらある種の広い政治的な coali七i onを作ってし、くのでは

ないか。 いずれ K しでも誰が後継リーダ－ !tCなろうと中国が工業化さ

れた国K ならなければいけないという国家的、 社会的要請がある。 そ

のことは例 えば現在の中国の賃金水準を上昇させるということもひと
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えKこの問題Kかかっているわけであるから、 それは社会の内部から

来る圧力だ’ど言ってもよし、。’もうーワは中国の対外関係がそ：れKかか

わって〈るわげで、 L 1ずれKしでもそういう中国が存在し続ける限り、

そう大き な混乱や激動はないのではないか。 毛の死後L一部Kは文革

派が勢いを得るとか、 逆K文革派が急K勢力を失なうということが言

われているが；そういうd ras七i c な変化はあ まりないよ うな気がす

る。’

最後？と、 もっといろいろな可能性があるのだということを香港の’

「中華月報」 ( 1 9 7 5年9月号） vc載った岳中石の「毛沢東死後の

大陸発展ほ如何Jという論文があり、 この論者め見方は私の考え方？と

全く違うが、 φL、〈つかの可能性を示す意味で紹介したい。

．、 1・ e
‘ ． ・ ・h－ ． － ’ ·＇ 

，目、I ' •• ． 

‘ ‘ 
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毛氏去世 （数字は岳中石氏の予想した確率）
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こういうことがありうるのかということを考えてみる と 、 現在の情

況では混乱はeあるけれども中国自身の要請があるし、 後継リーダーシ

ップの’中忙郵小平、 張春橋を中心Kかなりの指導者がいるので、団結

その場合Kどの派が勢力する方向Kより多〈力が働〈のではないか。

を得るかとい う路線闘争が今日 でも明らかK あるが、左派が勢力を得

というのは例 えば文革のような教育’をやるというこ・とはあυえない。

づても必す：それでは教育効果がないではないかという批判が出で来ざ

！ るをえないような動き が出て来る。 これは中国社会のー うの蓋然性と
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して当然の ことであり、そうなると必ずそれをチェックしようとする

動きがあるはずであるから、結局はそういう潮流が妥協的Kいくしか

ない。その場合K毛沢東のようなカリスマ的指導者が二度と出て来る

ことはありえないので、 都小平なり張春橋なり王洪文が党の主席K な

るような形を取るKせよ集団指導的な体制Kいくのではないかと思う。

従って③の可能性は非常K少ない。特K岳中石氏は台湾の反攻やソ連

の侵攻を含めて考えているが、 現在の中国を取り巻〈国際環境の中で

一つの大きな問題は中ソ関係である。 中ソ関係Kついてはモスクワは

毛沢東以後の中国をいろいろな形で見ており、 その場合Kかつての王

明のようなソ連派の指導者が中国Kいるという情況ではなし＼o そうな

ると、 それらの人が大きなリーダーシッ プを持つというよりは、 でき

るだけ毛沢東的な反ソ主義者でない人が出てくることK 期待をかける

のではないか。部小平であればその可能性は非常K 高い。 郵小平の対

ソ観は毛沢東のようK完全K社会帝国主義として一線を画すのではな

く 、国際統→法線を支持したわけであるから、こ．うし1う．立場からソ連

と論争したが共K一つの歯止めは持っていた。

ソ連が攻めてくることは現在の国際社会を考えるとありえない。米

国は新太平洋ドクトリンK示されているようK 米・日 ・ 中という

もrans-pacific coali七ionをアクア・太平洋地域K作りたい。

大統領選挙後 、誰がリーダーを握ろうとも、 米国K とって最大の戦略
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目標がソ連である限り、 ヨーロッパを中心としては米・ 欧 ・ ソという

デタントの戦略を繰り広げながら、 デタント戦略の優位性を確保する

上でもアクアT太平洋地域Kおいては日米関係を軸K 米中関係を含む

c oal l七l onの衝動がある。 中国の工業化への米国のサポートという

ような ことを含めて考えると、 今や国際社会はDの時代ではな〈なっ

ているような気がする。 従って毛沢東亡き後の中国は、 国際的K は中

国を取り巻〈国際環境はかなり融和するのではないかという見通しの

方が強い。 中ソ対立の解消ということまで考えてよいかどうかはとも

のベ、 現在のような中ソ関係が改善されるという可能性も含んだ国際

環境Kなる方が強いのではないか。 従って私は7 0～ 8 0婦 が ・ ・ ・ ・・

線の可能性ではないかと考える。

（ 中 嶋 嶺 雄）
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質 疑 応 答

（石川） この表であるが、 中嶋氏の意見に大体賛成で7 0 %内乱と

いう方は考えに〈し、。ただ、 甲の 「闘争はあるが乱れない」とい

う中で妥協合作と→派得勢をどのように論者ほ区分して考えてい

るのかわ からな いが、 妥協合作の中 で極左派が劣勢になるという

形ならそうではほいかと思う。つまり、 分け方がおかしいので、

集団指導的な形を取りながらも現実拘には極左派の 人達の 力が限

界を持つという行き方になるのではな いかo A、 Bという分け方

ではなし A、 Bが一つになって妥協合作の 中 で、の 力のバランス

を考えてみるとオーソドジクスなリアリスティ ックな力が大きく、

極左派の 力が小さいという形の妥協合作ではな いかと思う－ム

（大来） 杭州事件との関係はどうか。

（中嶋） 杭州事件の解決は今の中国を本格的に協同 offさせるこ

とにより全体の 生活水準を上げ、国民所得の レベ、Jレを上げ、賃金体系

を上げるということ以外になし可。現在かなり 消費物資が出回ってきてい

る。私はモスクワと北京を同時期に訪れたがソ連と比べて品質はとも

かし日常の 消費物資の 量はむしろ中国の方があるの ではなし功、にもか

かわらず毛沢東思想によるindo c七r工na七ionが強過言、るために、

賃金を上げると・いうこと自身が社会的な悪であるような情混の中
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に閉じ込められているので、 このことに対する フラストレーショ

ンではないかという気がする。その意味でもこういう事件を解決

するためには現在の申国がこれ以上ダヂオロギー的なオリエン‘テ

ーションの強いネ士会であるよりは、 でき るだけ闘かれた社会 へ

七ake of fしていくこと：しかないのではないか。そういう圧力が

むしろ強くなってくるのではないか。

（大来 ） 物資の出回りが豊かで賃金が押さえられるということにな

ると、 経済力のかなりの部分び消費以外に向けられでいるという
． 

ことか。

（中111鳥） そ、予定と思う。ただ、 経済の体質そのものがまだまだ脆弱

である～ことには変わりはな，ぃ－ね、けで‘あるから、 そうJも、うことを今

後の中国

にい〈つかの不満があつても．押さえ－ち：才Uていb石が、 ・いろいろ出て

くるような気がする。政治的な権力闘争的な混乱・ 内乱三政治J・

軍事的な混乱とい’ラよりも社会的な転換に伴ういくつかの間題の

方のウェイ：トが今後は高くなるのではないか。

（佐伯） 権力闘争はそれほど深刻ではないが、 社会的には混乱する

： 要素があるということか。

， （中i嶋） そうであろう。

（石川づ 社会、的な混乱というのは今いわゆる文革派という人達がや
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っているような行き 方ではどうしても片付かないということは事

ハ実だろIうと思う。、

（中嶋） 杭州事件は社会的混乱だが、 杭州事件はある意味では杭州

という所だけに押しとどめられて解決されたようなものである。

－ 杭州事件のようなものが全中国に広がり、 それに地方の軍人が軍

を動かじて中央tごたてつくというような意味の事態はないのでは

，ないの〉。

（佐伯） 毛沢東の死後、中ソの関係は少なくとも今よりは対立が緩

和する方向へいくという話だったが、 その場合に米中関係はどう

見るのか0φ中国がソ連とも米国とも大体うまくやってし吋方向を

辿るのか、 より中国はソ連に接近Iして、 米中関係が非常におかし

＼くなっ芯いくのか。

（中嶋） ぺ現在の中、ノ対立と，いうのは極限情況ではないかという気が

I する。 これ以上いくと戦争になる。そこまで進んでいるわけであ

るから減が号｜し、ていくような形で、毛沢東亡き 後の中国のリーダ

ー シップの交代を一つのキッ カ。 ケ土レて緩和してい〈！可能性もあ

り得る。だからといって、 かつでの中ソ一枚岩のような情況が復

活するとは思えなし、。従て5て中国は二元的な政策という意味で、

米中関係と米ソ関係を天秤にかけられるような立場に到達するか

もしれない。 ・ 田 ' ‘ ． 、
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ただ、 その場合に今の中国の修正主義挽判が止まるかというと、

そうは考えなし、。これはまだずっと続〈のではないか。 康生の葬

儀の時に、 反修戦士という形で葬儀をするということにも見られ

る。 中ソはすでに良い時代よりも悪い時代の方が長い歴史がある。

（ 佐伯） 実際に中7ノ関係がどうなるかということよりは、 恐らくソ

速は毛沢東の苑後に期待をかけて中国との関係を改善するための

努力をするであろうし、 米国はソ連がそういう勤き をするという

ことを考えて対’抗措置を取るであろうから、 中ソ対立が現実にど

うなるかは別として、 中ソ対立は今までより緩和されるという可

能性を前提にして米函もソ連も動き出すというこ．ιになると、 中

国とソ連と米国との関係は今よ，りも不安定な。ものになっ七いく可

能性があるのではないか。その場合に台J湾の／問題－はどの程度の比

重を持ちうるのか。例えば米国が中国との関係を悪イじさせないた

めに台湾の問題について大統領選後、‘比較的早い時期に手を打つ

のではないか。そういう可能性をどう考えるか。

（中嶋）－ 大統領選挙後にはその可能性があるのではないか。

（石川） ベトナムがなければU，この間のフォード訪中時でも可能性

はあったのだから、 恐らく；大統領選挙が終わればその可能性は出

てくるだろう。ただ、 台湾の安全の問題を米国は中国とどのよう

に話し合うか、その点が問題だと思う。
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（佐伯） 昨日、米国大使に聞いた時に、 「台湾と中国の聞に何らか

のクッションを作らなければいけなし、。 どういうb：クケションを作

ればよ いかを今考えてい る。ただ、ともかく暖昧な状態に米国は

耐えられない であゐう。従ってすぐではないが国交正常化を目途

とレてゆく。」と－言ってい たo

｛中村） 郵小平が国際統一戦線を支持しているとい うことだが、そ

の考え方はどういうことなのか。例えばソ連と 中国が世界戦略の

面では歩調を合わせて協力していく、経済から何から一枚岩にな

らなくても対外政策的に歩調を合わせていくとい う位の結びつき

なのか。

（中ill島） 都小平が6 3年に中ソ会談の代表としてモスクワを訪れて

決裂して帰つできたわけであるが、あれほどホットなconflic七．

がありながら、基本的な考え方は社会主義陣営内部の論争、対立

だという見方が郵小平にはあったと思う。それは同階に朝鮮労働

党や北ベトナムー 日本共産党等にもあったと思う。 毛沢東の場合

にはそうではほし社会帝国主義は資本主義だという一線を画す

という認識の違いがある。従って部小平が全面的にリーダーシッ

プを取った場合には、－そうい うような性格からしてある程度もっ

と合理的な関係にな・る可能性はある。しかしながら、それもその

当時の中国の国際環境に支配されるであろうし、現時点よりもっ

-23ー



と国際政治における米・中・ ソのバランスは被雑な情況を流れて

いるので単純には言えないにせよ、 少な〈とも何らかの形．でそう

いう情況が出てくるという気がする。 ただ、これはあくまbでも毛

・周死後、部小平などがリーダーシップを発揮する主いう前提に

立つわげであるから、 その前提が崩れ、 今後かなり長期にわたっ

て毛沢東が健在であるとか、 ソ連の万が先にブレジネ7体制が崩

壊しーその後どういう人物が出てくるか等、 いろいろ不可測要因

がある。

（ 中村） 郵小平の経歴だが、 モスクワに行っていたのか。

（中嶋） フランスが主で、 モスクワにはそんなに長くし？たことはな

し、。 〆ー 、 ・ ・ ， ・.J .・ ・ • . . 

（佐伯） ’毛沢東が死ぬ時期をどう見るか。 あまり物がきえないし書

けない主いろ噂があるがどうか占

（中嶋） 意外にああいう状況を続けながら持つのではないか。き ち

んとした発音ができ ず、しかも批がひどいので湖南語を王海容が

． 闘き 取って北京語に直し、 それを英語のでき る唐間生が外国の賓

客に伝えるといわれている。 口はそういうことであっても意識は

が主段りはっき りしているとし、うこともある。

（小倉） 杭州事件は最後は軍隊が出て完全に押さえたのか。あるい

は若干でも労働者側の言い分が通ったのか。
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（中嶋） 完全に押えたようだ。杭州事件はこの夏にピークになった

のだが、 その前からいろいろあり、 一説には王洪文が北京から来

て労働者を宥めようとしたが駄目であったo 特に、 王洪文は上海

でもt同じような事件が起って、 上海では逆に突き上げられたとい

うことである。 （これは台湾系の情報であるから確実かどうかは

わからないが。 ）多少でも妥協を計るというような生やさしいや

｝り万ではなかったと思う。

（小倉） ー経済が発展していくにつれて、ーこういう事件がだんだんと

起つ．τ〈る可能性がかなりあると思う。

（佐伯） 台湾と中国本土との関係は今どうなっているのか。多少の

い，ノレートを通じてお互いが意志を疎通し始めるような可能性はある

のか0 .. 

（中嶋） いろいろ言われながら結局はないのではないかと思う。部

小平も非公開談話のながで、 なーいときっぱりいっている。 台湾は

台湾でし、〈以外にないのではないか。

（太来） i台湾の雑誌「台湾政論Jが発禁になった。

（中嶋） かなり手厳しい，論調が出ていた。私のところに5号までそ

ろづている。 5号まで出たところで発禁になったが、 その論調か

らしてもこれは太変な意味をもつのではないか。 ．

（佐伯） 台湾の中に今いろいろな動きがあるらしし、。蕗経国の行き
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方に対して修正を求める動きがあるらしし、。

（中嶋） そういうものを含んで、 いままで台湾独立運動というのは

反体制であり、 亡命者の運動だったが、 台湾独立という言葉は使

わ ないにせよ何らかの形での国台合作つまり「台湾共和国」への

－道しか台湾の将米は ないと思う。

中国を取り巻く国際環境の中で米中関係は今後かなり大きな緋

を作っていき、 そこに日本も入る。 日本はそういう意味で新太平

洋ドクトリシ］こ示されるような外からの圧力で、 好むと好まざる

とにかかわらず米・日 ・中というcoali七i on；の中に位置づけら

れていくよう、な気がする。 そうすると、 米国の場合は非常に都合

がよいと思うが、 日本の場合はアジアの中のもう一つの日本が要

に なる三角形、 ソ・中があるわけであるから、 米国のソ連に対す

る角度と日本のソ連に対する角度と随分違う。 米国より日本の場

合の方がもっと対ソ関係については大きなハンディキャップを負

わざるをえなし、。 そういうことを考えると、 今年の国際情勢をじ

っくり見つめて、 世界の動きの中で日本の外交を考えていか なけ

ればいけ ない時期だと思う。 日本の内政のスケジュールを見て外

交を考えようというようなことでは困る。 特に日中平和友好条約、

制権問題などはそういう点で本当に日本の主体的な判断がこれか

らますます要請されるのでは ないか。 従ってこれまで述べてきた

，。円4



ことは今日の時点で考え得る一つの蓋然性にしか過ぎず、 巨大な

不可測性を中国あるいは中，ソ関係は残している。 そういう測。知

れない情況を残したまま日本の将来を予測するよヨな決断をすべ

きでない乱、もしそうであれば7 6年の世界はyear of indec1s1on 

で、 米・ ソ・中もリーダーシップの交代期にあるので、 日本もそ

れに習ってこの問題は不決断でい〈ことが国益のためには良いよ

うな気がする。

（佐伯） その場合には日本は覇権条項を適当に解決して中国との閲

の平和友好条約は締結する。同時にソ連との間は領土問題が片付

かないので平和条約ではなく善隣友好条約を締結する。 ただし、

はっきりと領土問題を棚上げすることを明記するというように両

方に橋を架けるというのも一つの方法だと思う。 しかしそれでは

結局領土問題が事実上棚上げになりそうだということでなかなか

ゃれないo.棚上げにするのではな心：ということを何か明記できれ I

ば結局中国と同じ性格の条約をどうしてソ連と結んでいけないか

という理由は何もなし、。 それは中国が朝権に関する日本側の解釈

を飲んだとい：、う場合である。 そういう姿勢を取ればソ連はあの解

釈にあまり文句を言わないであろう。

（石川｜） ．中国が簡単に飲むかどうか。

（内田） 米1中 ・日のc oal工七i on のような形に動〈可能性と中
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・ソの’対立が少し緩和す石ということは矛盾しているような感じ

を受けるが。 －

（中嶋） 中、ノ対立の改善の可能性は将来的なことであり、 米・中・

\ 

日のc oaliもi on は現時点で 日本に拘1し寄せて いる外圧である。

そこに大きな時間的ラグがある。 もレも中、ノが改善されるような

情況がかなりはっきり出て来るど恐らく米国のアヅア政策そのも

のも大きく変って〈るのではないか。

現時点で私は中ソ対立についてはむしろ激化論者であり、 中、ノ

対立はserio・usなもので、 まだまだ東南7ツア等を草刈場に今

ー後拡大する方向を見ておかなければならなし、。 ただそうかといっ

て決定的にそのことを排除しで我々が日本外交を考えてよいかと

いう と ・決しで そうではない。

（佐伯） 差当りの東南アジアに対するや国の出方はどう・か。

（中嶋） 中国はかなり防衛的にならぎるをえなし、。 特に中国にとっ

てインドシナを失いつfつあるということは、 かつて6 0年代に民

、族解放闘争のシンボ）レとして中国がサポートしたキューパを完全

ι失なった以上伝、地理的にも近〈、あれほど支援を約束していた

インドシナが中国から離反しつつあおということは大きな捜失だ

と思う。 カンボジアも含めてイン.r.:·シ：iナ5国はやがてそちらの方

向へ行くような気がす� o＇・こういう情況がもたらす苛立｛ちの中で
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中国が当面の東南アジア政策を確定していかなければし、けないと

いうことになる主、 革命勢力に対する外交攻勢ではハノイと競合

する面が非常に強くなる。 A SEA N諸国との関係を見ると、 中

国との国交を樹立したマレーシア、 タイ等において問題が結局解

決・していない故に、 残るフィリピン、 インドネシアは中国との国

交のにとはA SEA Nの外交的な浮上のために決定的な条件にな

ると思わlなくなりLむしろ新しい太平洋時代へ着眼。し、 オースト

ラリブ、 ニューアーランド、 フ・イ’rりピンも含む方向に目が向いて

いるだけにそことの関係はあま．り動かないのではないか。 従牟って、

7 6年中にシンガ、ポーノレやインドネシアが中国と国交を樹立する

．かどうかも疑問なような気がする。 その点でも中国は苛立たぎる’

をえないのでー 少な〈ともアジアに関する限り、 中国の政策はこ

のとニろ受身になうてしベ。 そこへソ連の進出が目立づているの

で、 その点でも中国は情況がかんばしくないのではないか。

（内田） 基本的には確かにソ連が随分やっているようだが、 アフア，

における華僑等を考慮に入れると中共のポテンシャルな勢力は相

当強いのではないか。 表面的にはソ；連はac七iveにやっているが、

最後のオチになるとなかなか中共の勢力は侮れないのではないか。

（佐伯） 中国は力はないが拠点を持っているロ ナ連は力はあるが拠

． 点はない。 : .· ・ム ・ 3
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（内田） タ イ に ソ連は相当投入 し �や 。 、て、い るらしい が、 本当に タ

イを獲得 できるかど う か疑問を持つ。 タ イ を獲得 できないよ う で

は と ても マ レ ー シア、 イ ンド シ ナ、 シンヵーポ ー ノレ に ソ連は勢力を

伸ばせないの ではないか。

（中 嶋 ） イ ン ドシナ 3 国は今後の国 内建設を考える と 当面 、ノ連に 頼

らぎるをえない が、 確か に ポテ ン シ ャ ノレ に は 中 国の彬は色 濃 い 。

しかし逆 に 言 う と 、 こ こ 5 ～ 1 0 年を見た場合、 中 国 と イ ン ド シ

ナ 3 国、 ． ベ ト ナ ム と の昔からのかかわり合 いがあり、 い ろ い ろな

意味 でソ連の方を選択せざるをえない情況がハノ イ に はあるよ う

な気がする。

（内田 ） ， 今は確かに 反 中 国の空気の 万が強い と 思 う が、 経済経設の

段階に 入ってい っ た時はやはり ソ 連だけ では駄目で、 結局、 日・

米等の 自 由諸国の万に 門戸を広げて 〈 る段階が必ず来るのではな

心 、か。

（ 中 嶋 ） ハノ イ も こ れ以上ソ連の世話 に なりた く な い と い う 気持が

あり、 むしろ コ マ ー シ ャノレベ ースで・取 引rきが できる日本等に 対す

る期待が5齢 、 と 思 う 。 米国や日本 に対して門戸を開きたいi と いう

のが本音 であ：り、 ただ当面は同 時に ソ ：連の 経済援助を必 要 と する

と い う のがア ジ アの現状であ ろ うρ

華僑の問題は、 中 国 の影 と 現在の毛沢東政権の影 と は陰影が違
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い、 中国の影が強いということが必ずレも毛沢東型中国というこ

とではないし、 その影が強過ぎるが故に アジナの側からの反発が

あることも感ぜ ざるをえない。 ソ連は結局どこからも好かれてい

なし 、 。 そうかとい っ て中 国がア クアに一番影響力を持 っ ているか

というと国交樹立さえまだで き ない国がある。

（ 内 田 ） タ イ は相 当 ずるい国であるからなかなか一つの方に はっき

り片寄ると いう態 度は取らないであろう。 むしろ今のところは中

共との関係 に ソ連を 多少利用しようという位の腹があるかもしれ

なし、0 ・ノ連が本 当 に いろいろな所で成功するであろうかというこ

とに は疑問を持 ーっ ている。

（ 佐伯） 郵小平は毛沢東が周 恩来のco un 七 e r - balan c e として登

用 したということに なるのか。

（中嶋 ） 周 思来と郡小平の聞 に は本来気まずいものがあるはずで あ

る。 ところが郵小平が復権したのは脱文革という潮 流 に 乗 って復

権した ι 思う 。 しかしながら一度復権した部小平はそれでは周恩

来に 恩を感ずるかというと、 かつて周，恩来は部小平を見捨 て 自 分

だけ 乗っていったわけであるから、 そこが 郵小平らしい政治的な手

腕 に 長けたと ご4ろではないか。 今の郵小平はそういう意味では完

’全な毛沢東派でもないが毛沢東寄りで、 むしろ周 恩来に 冷たい態

度を取 っているという．ところではないか。
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（内 田 ） 水激伝の現代の宋江は具体的な人を指すよりは ミ むしろ毛

沢東死後の投降主義に対する事前の予備的な 工作とい う よ う には

解せられないか。

（ 中嶋） 前提としてはその通りである。ただ、 中国における政治闘

争や イテ‘‘オ ロ ギ． 一闘争

こかに何かがあるのが今ま で、の 中 国の政治路線闘争で‘ある。

（ 大来 ） ． 中国では人事問題について強い関心を持つ伝統があるのか。

（中嶋） 人事問題について非常に関心が強い が故に外国人に対して

はそ う い にう ことはありえないとい う 説 明 を するのであって、 順 位

の序列が徹底的に重要視されることを考 え ただりでもわかる。

（石川｜ ） 郵小平が辿ってきた考え方の傾向で眺めてみると、 郵小平

には周恩来 ほ どの柔軟性があるか ど う かは問題だが、 考え方とし

ては合理主義者、 現実主 義者の部類に 入るのではないかとい う 気

がするq 同時に 過去の 自 分の歴史的 経験から判断rすると、 今の時

点における郡小平はやはり文革 派の人達に気を使わな いわ けにい

かなじ、。そ う い う 意味では毛沢東との関係もできるだげ維持しな

ければならな し 」 も し毛沢東が死 んで、 － 郡小平、 張春橋とい う 形

で リ ーダーシ ッ ずが受け継がれて く れば、 思い切 ・った柔 軟化はな

かなか郵小平はやか な いかもし札ないが、 さり と て文革 派 のい う

よ う な形にもならないであろ う 。
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（ 佐伯） 郡小 平は周 恩、来ほどの リ ー ダ ーシップは発揮できないので

はないか。

（ 中嶋） 周 恩 来も彼が完全に リ ー ダ ーシップを発揮 し た時 期は脱文

革から ニ クソン訪中前後、 十全大会までであ る 白 それまでは劉少

奇であり、 5 0 年代は周，恩来は外 交的には確かに大きな存在であ

ったが、 政治的なリーダ ーであるというよりは国家の顔であ っ たo

郷小平は周 恩来に比べ て す べ ての点でス ケーJ レ が 小 さ いのかも し

れないが、 それだけに水も漏らさ ぬような組織を作る能力を持ち

得 る 人 物ではないか。 あ る 意味では党官僚であり、 ス タ ーリン主

義的なところを含む人 物だけに手強い。

加え て 喬冠華に注目すべきで、 大変な人物だと思う。 喬冠華を

柔軟と考えるのは間違いで、 都小 平を対外 的に補うような手ご わ

し、人 物 と し て 十分考え ていかなければい げない。
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